
 

 

福岡県の主要な労働施策と課題について 

 

 
［就業支援課］ 

〇 論点となるテーマ 

就職氷河期世代の不本意非正規雇用の方の正規化に向けた就業支援施策につい

て 

 

〇 現状・課題 

・バブル崩壊後の雇用環境が厳しい時期（１９９３～２００４年）に就職活動を行

ったいわゆる就職氷河期世代には、不本意ながら不安定な仕事に就いている方

（以下「不本意非正規」という。）が多く含まれる。 

 ※令和７年４月 1 日時点で 39 歳～54 歳 

・このため、本県では福岡労働局と連携して、行政機関や経済団体等 21 団体で構

成する、就職氷河期世代活躍支援「ふくおかプラットフォーム」を立ち上げ官民

共同による一元的な体制を整備（別添 P１）。令和２年度から令和６年度にかけ

て集中的に支援に取り組んだ。（別添 P２） 

・令和７年度は新たに、不本意に非正規雇用労働に置かれた就職氷河期世代を含む

中高年求職者の転職・早期再就職の促進を図るため、職業体験を通じて就業イメ

ージを具体化し、就職先の選択肢を広げていただく「職業体験付き合同会社説明

会」を実施。（別添 P３） 

・令和７年４月、国は関係閣僚会議を開き、「令和８年の年初を目途に３年間の新

たな支援プログラムを決定する」と発表。就職氷河期世代に係る支援にいて、「就

労・処遇改善に向けた支援」に加え、ひきこもり支援をはじめとする「社会参加

に向けた段階的支援」や、家計改善・資産形成の支援といった「高齢期を見据え

た支援」を３本柱として打ち出しているところ（別添 P４）。 

・本県においては中高年就職支援センターで、おおむね 40 歳～64 歳の中高年の求

職者を対象に就職支援を行っており（別添 P５）、中高年の不本意非正規雇用の

方の正規化に特化した事業を強化する必要がある。 

 

〇議論いただきたいこと 

 就職氷河期世代について様々な課題があるが、今回は就職氷河期世代の不本意非

正規雇用の方等を正規雇用に結びつける就職支援にポイントを絞り、現在のセンタ

ーでの支援内容に加え、どのような施策が効果的か、ご意見をうかがいたい。 

 なお参考として、民間の調査によると、非正規雇用又は無業の方の目線で、正社

員として働けていない理由として、１位「転職をするうえで年齢が壁になり、採用

されなさそうだから」35.9％、２位「再就職に自信がないから」22.5％、３位「正

社員の仕事に、自分でもできる仕事があるか自信がないから」「転職をする上で学

歴・職歴などに自信がないから」21.9％となっており、１位と２位では 13 ポイン

ト以上も差があり、年齢に対する不安が大きいことがうかがえる。（別添 P６） 

資料２－２ 



就職氷河期世代活躍支援 ふくおかプラットフォームについて

１．これまでの経緯等

２．構成メンバー

○ 令和元年５⽉２９⽇に厚⽣労働省が策定した「就職氷河期世代活躍支援プラン」に基づき、都道府県内の
就職氷河期世代の活躍支援策の取りまとめ及び進捗管理等を統括する「都道府県レベルのプラットフォーム」につ
いて、先⾏的に取り組むモデル県として、福岡県が１１⽉１９⽇に選定された。（愛知県、熊本県、大阪府に
続き、全国で４番目。）

○ これを受けて、福岡労働局と福岡県は、就職氷河期世代の⽅々の活躍の場を更に広げ、各界一体となった支
援を⾏うため「就職氷河期世代活躍支援ふくおかプラットフォーム」を⽴ち上げ、以下の通り会議を開催。
・第1回︓令和元年12⽉2⽇ ・第5回︓令和4年5⽉20⽇
・第2回︓令和2年２⽉25⽇ ・第6回︓令和5年5⽉29⽇
・第3回︓令和3年３⽉18⽇（書面開催） ・第7回︓令和6年5⽉27⽇
・第4回︓令和３年11⽉29⽇

【経済団体】
・福岡県経営者協会
・福岡県商工会議所連合会
・福岡県中小企業団体中央会
・福岡県商工会連合会

【労働団体】
・⽇本労働組合総連合会福岡県連合会

【支援団体】
・独⽴⾏政法⼈ 高齢・障害・求職者雇用支援機構 福岡支部
・一般社団法⼈ 福岡県専修学校各種学校協会
・地域若者サポートステーション 特定非営利活動法⼈ JACFA
・地域若者サポートステーション 一般社団法⼈ オーガニックパパユニティ
・特定非営利活動法⼈ KHJ全国ひきこもり家族連合会 福岡支部
・社会福祉法⼈ 福岡県社会福祉協議会

【地域】
・福岡県市⻑会
・福岡県町村会
・福岡市
・北九州市

【⾏政機関】
・九州経済産業局
・九州厚⽣局
・福岡労働局
・福岡県
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ふくおかプラットフォームの各構成団体における主な取組

（福岡労働局）
就職氷河期世代専門窓⼝「ミドル世代サポートコーナー」をハローワーク福岡中央、久留⽶及び

小倉に設置し、若者サポートステーション等の関係機関と連携したチーム支援を中⼼とした就職
支援を実施。また、中小企業向け面接会を実施。

（九州経済産業局）
就職氷河期世代を対象としたキャリアデザイン講座や、企業向けに氷河期世代⼈材活躍・定

着促進等をテーマとしたワークショップを開催。また、中小企業向け面接会を開催。

（福岡県）
［若者サポートステーション］⻑期無業の状態にある就職氷河期世代の⽅を対象に、個別

面談や各種研修を通じて就職活動や職業訓練に踏み出せる
ようサポート。

［中高年就職支援センター］転職等を希望される就職氷河期世代を対象に、個別面談等を
通じ職業紹介を実施（国と共同設置）

（福岡市、北九州市）
両市とも、就職氷河期世代専用の就労相談窓⼝を設置。

（経済団体）
［商工会議所連合会］社会保険労務士や経営指導員による⼈材確保や職場定着に関する

個別相談の実施。

［経営者協会］キャリアアップ助成⾦について、広報誌やメルマガ等を活用して企業に周知。 ２



中⾼年就職支援センターの事業内容

☆令和７年度新規事業☆

【事業】 職業体験付き合同会社説明会

【場所】 県内４地区（北九州市、福岡市、
久留⽶市、飯塚市）

【内容】 求職者がこれまで経験したことがない
職種にも興味を持っていただけるよう、
様々な職種の職業体験ができるほか
簡単な設問に答え、ご自身に向いて
いる職業を診断する適性検査を実施

職業体験の内容例
（警備）⾦属探知機や交通誘導の模擬体験
（介護）介護記録⼊⼒、⾞いすへの移乗体験
（⽣命保険)ライフプランシュミレーション、

リスク体験ゲーム 等
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中⾼年就職支援センターの事業内容
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【参考】正社員として働けていない理由 出典︓（株）HRビジョン「日本の人事部」）
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